
作業製品（様式２） 

学校名    福島県立須賀川支援学校 

中学部 「職業・家庭」 中学部 「美術」 

  

＜製品・作品について＞ 
今年度、作業学習から「職業・家庭」と

授業の名前が変わりましたが、作業的な

活動を通じて自分の役割を果たすこと

や、職業への初歩的な知識や技能を身に

付ける点は変わらず大切にしながら学

習を行っています。 

クロスステッチでの製品作りでは、刺

繍の図案を参考に、布に印を付けたり、

使用する糸の色を工夫したりしながら針

を刺しました。 

また、タブレット端末の表アプリを活

用することで、様々なイラストからクロス

ステッチ用の図案を作成するなど、オリ

ジナルデザインの製品作りにも取り組ん

でいます。 

美術の授業では、さまざまな技法の体験

や素材を通して、作品制作に取り組んでい

ます。 

１、２年生の授業では、和紙を折染めて

表れた模様を活かし、うちわやメモ帳のカ

バーを作りました。うちわの模様に、どの

部分を切り取るかを考えたり、うちわの骨

に合わせたりしながら作り、今年の暑い夏

に大活躍でした。 

また、２年生の授業では、版画（一版多

色）に取り組みました。「思い出」の作品は、

チューリップをモチーフに、暖かみのある

色彩（暖色）と涼しげな色彩（寒色）で表現

するなど、一色一色摺り取り丁寧に仕上

げ、春の思い出の風景を表現しました。 

 

「クロスステッチの技法による、コースターなどの製品」 「 思い出 」版画（一版多色） 

「うちわ、メモ帳」折染め 


